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1. 平成31年3月期第3四半期の業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 2,597 △2.3 139 12.6 143 12.1 93 24.9

30年3月期第3四半期 2,658 8.8 124 ― 128 ― 74 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 85.05 ―

30年3月期第3四半期 68.11 ―

当社は、平成30年10月１日付をもって普通株式10株に付き１株の割合で併合したため、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四
半期純利益を算定しております。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第3四半期 3,116 2,239 71.9

30年3月期 3,192 2,169 68.0

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 2,239百万円 30年3月期 2,169百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

31年3月期 ― 0.00 ―

31年3月期（予想） 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は、平成30年10月１日付をもって平成30年９月30日の株主名簿に記録された株主の所有株式数を普通株式10株に付き１株の割合で併合いたしました。平
成31年３月期の配当の状況における期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮しております。

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,694 4.1 110 △40.5 116 △38.8 81 △52.4 74.25

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は、平成30年１０月１日付をもって平成30年９月30日の株主名簿に記録された株主の所有株式数を普通株式10株に付き１株の割合で併合いたしました。
平成31年３月期の通期業績予想における１株当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す
る方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 1,136,854 株 30年3月期 1,136,854 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 43,253 株 30年3月期 43,253 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 1,093,601 株 30年3月期3Q 1,093,600 株

当社は、平成30年10月１日付をもって普通株式10株に付き１株の割合で併合したため、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発
行済株式数、期末自己株式数、期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

第３四半期の実績は通期予想を上回っておりますが、第４四半期においては、添付資料２ページに記載の通り平成31年２月に新店が開店予定であること、また
別の新店も検討中であること等、新店の初期損失や開店スケジュール等に不確定要因があるため、平成31年３月期の業績予想は変更いたしません。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
３ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国経済は、政府・日銀による経済政策や金融政策により、設備投資や企業収益

の緩やかな拡大が継続しているものの、個人消費は依然として低調に推移しております。

このような状況のもと、急速に変化する市場環境に適合すべく、成長のための体制づくりとマネジメント力の強化

を積極的にすすめるとともに、収益の改善に努めてまいりました。

また前事業年度に引続き、売場の強化、買取強化、ネット事業の拡大、店舗の生産性向上、人材マネジメントの確

立、及び新規出店等による企業成長を目指しております。

具体的な営業政策面では、取扱ジャンルの拡大、店頭での積極的な買取に加えてネット買取強化等、仕入経路を強

化拡大し、良品在庫の増大に努めてまいりました。また、適宜の売価変更と売場への継続的な商品供給を行い商品鮮

度を維持するとともに、お客様目線の売場づくりを進め、お客様の購買意欲を高め、売上高の増加と売上総利益額の

向上に努めてまいりました。更に生産性向上施策による効率化、低コスト化により、営業利益額・率の向上を目指し

ました。特に売上総利益率改善のため法人仕入の選別を進めました。

店舗政策面では、当第３四半期累計期間におきましては、ネット買取ブランド、「カウマン」のリアル店舗を戸塚

事業所に開設しました。また、ネットによる買取・販売強化と良品在庫の拡大のための拠点として横浜市瀬谷区の物

流倉庫を拡張・移転し本格稼動を開始いたしました。営業拠点は前事業年度末と同じく19事業所44店舗となっており

ます。なお、平成31年2月にワットマン雑色店を開店予定となっております。

以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は、前年同四半期と比べ61百万円（2.3％）減収の25億97百万円となり

ました。これは既存店の売上が前年同四半期と比べ76百万円(2.9%)減収の25億72百万円となった一方、開閉店の売上

は、新店の寄与による14百万円(141.5%)増収の25百万円にとどまり、全店では減収となったものです。

商品カテゴリー別の売上高では、電化製品等が前年同四半期と比べ24百万円（4.3%）減収の５億42百万円、服飾等

が43百万円(4.1%)減収の10億21百万円、パッケージメディア(本・CD/DVD・ゲーム)が19百万円(2.8%)減収の６億95百

万円となりました。一方、その他は26百万円(8.5%)増収の３億37百万円となりました。

売上総利益については、既存店は売上減少により、前年同四半期と比べ45百万円（2.7％）減益の16億82百万円とな

りました。開閉店は新店の売上高が増加したため、前年同四半期と比べ12百万円(548.3%)増益の14百万円となりまし

た。その結果、全社で33百万円(1.9%)減益の16億97百万円となりました。一方売上総利益率改善策が奏功し売上総利

益率は65.4と前年同四半期と比べ0.3ポイント増加いたしました。

商品カテゴリー別の売上総利益は、電化製品等が前年同四半期と比べ１百万円（0.4％）減益の３億60百万円、服飾

等が29百万円（4.3％）減益の６億45百万円、パッケージメディアが12百万円（2.7％）減益の４億47百万円、その他

が９百万円（4.0％）増益の２億44百万円となりました。

販売費及び一般管理費においては、生産性向上による人件費の減少等により既存店で前年同四半期と比べ73百万円

(4.6%)減少の15億20百万円、店舗数の増加に伴う人件費、地代家賃の増加の結果、開閉店で24百万円(204.9%)増加の

36百万円、全社合計で48百万円（3.0％）減少の15億57百万円となりました。

上記の結果、既存店は前年同四半期と比べ27百万円(20.5%)増益の営業利益１億61百万円、開閉店では11百万円減益

の営業損失21百万円となり、全社では15百万円(12.6%)増益の営業利益１億39百万円となりました。経常損益は前年同

四半期と比べ15百万円(12.1%)増益の経常利益１億43百万円となりました。

四半期純利益は税金費用の７百万円増加等があったため、前年同四半期と比べ18百万円(24.9%)増益の四半期純利益

93百万円となりました。なお、平成29年3月以前より同一業態で営業中の事業所を既存店、その他事業所を開閉店とし

ております。

決算短信（宝印刷） 2019年01月31日 19時18分 2ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



株式会社ワットマン(9927) 平成31年３月期 第３四半期決算短信

3

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて25百万円減少し、18億28百万円となりました。これは主に現金及び預金が16百

万円、商品が18百万円減少したこと等によります。

固定資産は、前事業年度末に比べて50百万円減少し、12億87百万円となりました。これは有形固定資産が40百万円、

敷金保証金が６百万円減少したこと等によります。

この結果、総資産は前事業年度末に比べ76百万円減少し、31億16百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて63百万円減少し、３億68百万円となりました。これは主に、未払消費税等が25

百万円、未払法人税等が12百万円、賞与引当金が13百万円減少したこと等によります。

固定負債は、前事業年度末に比べて82百万円減少し、５億８百万円となりました。これは主に、長期借入金が90百

万円減少したこと等によります。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べ１億46百万円減少し、８億76百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べ70百万円増加し、22億39百万円となりました。これは主に、利益剰余金が71百

万円増加したこと等によります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成30年5月14日付の「平成30年３月期決算短信〔日本基準〕(非連結)」にて発表いたしま

した通期の業績予想から変更はありません。

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としております。実際の業績は、今後様々

な要因により大きく異なる結果となる可能性があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,102,327 1,086,048

売掛金 58,919 64,461

商品 598,058 579,226

その他 95,246 99,006

流動資産合計 1,854,551 1,828,743

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 242,634 214,404

土地 382,457 382,457

その他（純額） 104,379 92,309

有形固定資産合計 729,470 689,170

無形固定資産 28,795 30,232

投資その他の資産

投資有価証券 5,716 4,679

敷金及び保証金 520,248 513,836

その他 53,695 49,770

投資その他の資産合計 579,659 568,285

固定資産合計 1,337,925 1,287,688

資産合計 3,192,477 3,116,432

負債の部

流動負債

買掛金 8,323 7,537

1年内返済予定の長期借入金 129,560 123,310

未払法人税等 50,573 38,022

賞与引当金 23,000 10,000

その他 220,534 189,571

流動負債合計 431,992 368,442

固定負債

長期借入金 481,220 390,300

退職給付引当金 20,486 22,088

その他 89,468 95,958

固定負債合計 591,174 508,347

負債合計 1,023,167 876,789

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 1,659,861 1,659,861

利益剰余金 163,207 234,349

自己株式 △57,526 △57,526

株主資本合計 2,265,542 2,336,685

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △506 △1,316

土地再評価差額金 △95,726 △95,726

評価・換算差額等合計 △96,232 △97,042

純資産合計 2,169,310 2,239,642

負債純資産合計 3,192,477 3,116,432
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 2,658,635 2,597,210

売上原価 927,909 899,788

売上総利益 1,730,725 1,697,422

販売費及び一般管理費 1,606,391 1,557,447

営業利益 124,333 139,974

営業外収益

受取利息 2,064 1,726

受取配当金 82 80

受取手数料 5,878 6,273

雑収入 3,533 2,414

営業外収益合計 11,558 10,494

営業外費用

支払利息 4,052 3,192

雑損失 3,282 3,407

その他 283 17

営業外費用合計 7,619 6,616

経常利益 128,273 143,851

特別利益

投資有価証券売却益 35 12

保険差益 1,813 -

特別利益合計 1,849 12

特別損失

固定資産除売却損 - 92

減損損失 11,998 -

投資有価証券評価損 191 -

特別損失合計 12,190 92

税引前四半期純利益 117,932 143,771

法人税等 43,442 50,757

四半期純利益 74,490 93,014
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（修正再表示）

該当事項はありません。

（追加情報）

当第３四半期累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会計期

間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表

示しております。
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３．その他

（１）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

（２）仕入及び販売の状況

１．商品仕入実績

当第３四半期累計期間における商品仕入実績は、次のとおりであります。

事業 品目 金額（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

リユース事業

電化製品等 163,138 18.5 75.9

服飾等 366,059 41.5 92.4

パッケージメディア 256,914 29.2 96.0

その他 94,845 10.8 118.3

合計 880,956 100.0 91.9

(注) １ 金額は仕入価格によっております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３ パッケージメディアは本、CD/DVD、ゲーム全般から構成されております。

　

２．販売実績

当第３四半期累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

事業 品目 金額（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

リユース事業

電化製品等 542,104 20.9 95.7

服飾等 1,021,736 39.3 95.9

パッケージメディア 695,751 26.8 97.2

その他 337,617 13.0 108.5

合計 2,597,210 100.0 97.7

(注) １ 金額は販売価格によっております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３ パッケージメディアは本、CD/DVD、ゲーム全般から構成されております。
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